
令和3年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 文化財保護活用課 事業No. 273

事務事業名 文化財保護事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続
開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 4 豊かな「学びの土壌」を活かした「学習と交流」を進め、飯田の自治を担い、可能性を広げられる人材を育む
   
   

分野別計画
 飯田市教育振興基本計画
 名勝天龍峡保存管理計画
  

法令・例規等
 文化財保護法・長野県文化財保護条例
 飯田市文化財保護条例・同施行規則・飯田市文化財保護事業補助金交付要綱
 文化財関連施設の設置条例及び規則

事業目的
対象 地域資源（自然・文化・歴史）、指定文化財（遠山の霜月祭・名勝天龍峡等）、文化財関連施設

意図 地域を特徴づける自然・歴史・文化資源を文化財に指定し、良好な状況で保ち後世に伝えるとともに、適切に活用することで、地域
づくり人づくりに繋げます。

２ 事業内容

3年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・文化財審議委員会を２回開催し、菱田春草筆「雨中美人」
(未完成)を市有形文化財に指定しました。
・重要無形文化財「遠山の霜月祭」の後継者育成事業、県史
跡「座光寺の石川除」の石積み補修事業、市無形文化財「大
名行列」の保存継承事業に対して、地域団体、保存団体に補
助金交付するとともに、活動を支援しました。
・小笠原資料館、北田遺跡公園は指定管理とし、他の文化財
は適宜必要な修繕等を行い維持管理しました。
・考古博物館の在り方を検討し、「考古博物館活用基本方針
」を策定し、施設名を「飯田市考古博物館」に改称(令和４年
４月)しました。

文化財資産化事業経費 173
名勝天龍峡活用事業経費 13
所有者等が行う保護事業への補助金 1,352
文化財保護事業補助金（霜月祭後継者育成） 560
指定文化財・文化財関連施設等管理運営経費 8,401
旧小笠原家書院・小笠原資料館指定管理料（三穂まちづくり委員会） 2,416
北田遺跡公園指定管理料（上久堅地区まちづくり委員会） 380
上郷考古博物館管理運営経費 8,359
会計年度任用職員 1,936
  
その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 令和3年度
計画 実績

令和4年度
計画 実績

令和5年度
計画 実績

令和6年度
計画 実績

指定文化財の数 件 192 192       
名勝天龍峡に関わる学習会等の開催数 回 5 4       
指定文化財の学習会等の開催数 回 2 1       
指定文化財や文化財施設等の情報発信数 回 85 60       
遠山の霜月祭に関する学習会や支援回数 回 5 4       
地域における文化財や関連施設の活用数 回 37 38       
旧小笠原家書院・小笠原資料館入館者数 人 2,260 731       
北田遺跡公園を活用した地域イベントへの参加人数 人 1,100 30       

3年度
決算

(千円)

予算額 25,379 特定財源内訳及び補足事項
決算額 23,590 （国）芸術振興費補助金（１／２）　243千円

（国）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（10／10）　243千円
（そ）考古博物館観覧料　80千円、（そ）考古博物館施設使用料　2千円
（そ）財産収入　6千円、（そ）諸収入　192千円
（そ）ふるさと寄附金　8,000千円

財源の
状況

国庫支出金 486
県支出金 0
地方債 0
その他 8,280
一般財源 14,824

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 1 10 5 3 10 1 12,370 11,943 文化財管理事業費

2 1 10 5 3 10 3 2,055 1,352 文化財保護事業補助金

3 1 10 5 3 1 3 2,071 1,936 会計年度任用職員人件費

4 1 10 5 6 12 1 8,883 8,359 考古博物館管理運営事業費

5          

6          

7          

振返り課題認識
・コロナ禍の長期化で、文化財等を活用した取組が難しい状況が続いています。
・策定した「考古博物館活用基本方針」に基づく活用を進める必要があります。
・飯田の地域資源について、更なる価値の顕在化と周知の取組が必要です。

上記の課題解決
のための有効策

・人数制限や十分な新型コロナウイルス感染症対策を施し、文化財等の公開活用に取り組みます。
・「史跡飯田古墳群」のガイダンス施設として展示品、資料の充実、考古博物館の周知に取り組みます。
・飯田の地域資源の価値の顕在化に向け、引き続き調査等を関連部署と連携して取り組みます。

次年度に向けて
の取り組み

・地域や保存団体と協働し、感染症対策に留意した文化財等の見学会や学習会の実施、情報発信を促進します。
・考古博物館所蔵図書の活用に向けた「考古資料センター」設置、展示計画の検討、短甲など展示品の準備を進めます。
・関連部署や文化財審議委員と連携し地域資源の調査を進め、特に価値のある資産を文化財指定して保存継承を図ります。
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